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半旬平均図による大雨の予想＊

宮 本 英 男紳

　1．　はしがき

　筆者はrシヅクネス解析による長期予報と短期予報の

立場からの擾乱の予想」一天気VoL10．Nα8掲載一

において，半旬平均図1000～500mbシックネス偏差図

などを使用して，大雨を伴った擾乱の予想にっいて一部

解析調査したが，資料も幾分蓄積されたので，5，6・7

月の悪天期を対象として，大雨予想の可能性を吟味し，

とりまとめてみた．

　なお，半旬平均シックネス偏差図は半旬平均500mb

偏差図に相似するので，シックネス偏差のかわりに500

mb偏差図を使用すると，割合簡易の労力で，月予報，

週間予報などの予想資料として使えそうである・

　2，半旬図からみた，大雨の起った時のタイプ別の解

析について

　昭和35年～38年までの5月～7月中で，東海地方の平

野部のどこかで50mm以上の大雨のあった回数を選定

すると24回あり，半旬平均シックネス偏差型に分類する

と，frOnta　lzoneの場に対応するものが7回．cold　vor－

texの場に対応するものが16回，10ng　waveの西からの

移動によるものが1回となっている．今回は，主にcold

vortex型の大雨についての予想法を調査した．

　、（A）Frontal　zoneの場による大雨について

　・第1図は，昭和38年5月16～20日に東海地方に，第1

三表に示すような大雨の降った前半旬の半旬平均シックネ

、ス偏差および半旬平均地上気圧偏差図である・

　シックネス偏差図では，一150の寒気の中心は東シベ

ーリヤにあって，日本一一帯は東西にのびるwam　high（＋

三域）におおわれている．この図からみると，polar　fron－

tal　zoneは樺太北部を東西に走っている（偏差曲線の0

線を一応フ・ソタルゾーンと考える）．また，この時の

半旬地上気圧偏差図によれば，日本の東方洋上から，日

本付近に張り出している太平洋高気圧と，高緯度にある

冷たい高気圧との間のオホツク海北部に低圧部があり，

この低圧部を東西に走る谷を一応地上のフ・ソタルゾー

ンと考えることが出来る．

　このシックネス偏差図と地上気圧偏差図の両者を比較

すると，割合よく似ているが，非常に異なっている点は，

シックネス図で中華大陸の高圧部（＋域）に相当する区

域が，地上気圧図では低圧部（一域）となっていること

であり，地上付訴では南西季節風の流入しやすい場とな

ってし・る．

　第2図は，大雨の降った時期の昭和38年5月16日21時

の地上，850mb，500mbの天気図である・これらの図

によれば，樺太から満州にかけて前線があり，も一つ日

本の南岸沿いに前線がある．前者をpolar　front，後者

をsubtroPical　frontと考えることが出来る．そして，

半旬平均シツクネス（1000～500mb）偏差図
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第1表　昭和38年5月16日～20日の総雨量

第2

地　　名

名　古　屋

争　良　湖

名古屋航空

岐

古同

尾

亀

津

阜

山

鷲

山

雨　　量

　mm77
106

71

64

32

71

154

53

地　　名

上

静

浜

御

長

網

　　野

　　岡

　　松

前　橋

津　呂

　　島

　　代

雨　　量

　mm57
233

181

138

114

117

71

これを1arge　scaleの場から見ると，第1図でも分ると

おり，極の方に上層地上ともhighが現われて，いわゆ

るIow　indexの初期となっている．従って，このよう

な場のときは日本付近に寒気が時々南下しやすい時期で

ある．

　第2図の850mb，500mb天気図でも分るように，黄

海付近のshort　waveに伴って，南下した寒気が東進し

ている．そして，この寒気に対応して，華南，台湾方面か

ら湿潤な南西季節風が日本付近に流入して，subtropical

frontal　zoneの活動を活発にしている．

　このように，frontalzoneの場による大雨は，日本付近

のsubtropicalfrontalzoneによるものと，polarfront

が日本付近に南下してくる場合の2つがあるが，いづれ

にせよ，平均図では第1図のタイプになるような場合が

多い．

　frontal　zoneの場合による大雨については，機会をみ

て，くわしく調べてみたい．

　（B）Cold　vortexの場による大雨について

第2表～第4表は昭和35年～38年までの5月，6～7

月のcold　vortexタイプで大雨が降った時の解析表で

16

図

ある．・この表によれば，cold　vortexタイプで大雨の降

るようなときは，1arge　scaleの場では殆んど10w　index

の時期にあたり，半旬図解析では中部太平洋（40N～601

N
， 180E付近）のwarm　high（＋域）の逆行（西進）

に関連しており，まだ　日本付近の渦度の中心（半旬シ

ックネス偏差図の一域）が，オホツク海，樺太または東

シベリヤにある揚合である．

　以上のようなケースで大雨が降ったもの15回に対し

て，日本付近のwarm　highが順行（東進）して大雨が，

降ったものが1回あった．

　次に，cold　vortexタイプで大雨の降らなかっ紀もの

は第5表に示すように6回あり，このうち，warm　high

の動向が逆行停滞型が3回，順行型が3回の半々となっ

てし・る．

　このような，逆行，停滞型について，中部太平洋の

wam　highが逆行または停滞し，さらに日本付近が

cold　vortexの場となって，大雨の降りやすい場となっ

ているにもかかわらず，大雨が降らなかったかをdaily

mapから検討すると，第5表の雨のあった時の天気図

解析の項にあるように，この時期に日本の西方からの谷

の通過がなかったり，低気圧が30。N以南を通遇した場・

合である．

　順行型にっいては，daily　mapで西方からの渦磨移流

があって，日本付近の平均場も大雨の降り易い型である

が，平均場の峰または谷が順行しており，この平均場の

谷と西方からの渦度移流との重なりのタイミソグが合わ

ないために大雨にならないのではないかと考えられる．

　5．　大雨の予想法

　第3図は，第2表に示すように，6月～7月中，cold

vortexタイプで，東海地方の平野部のどこかに50mm

以上の大雨の降った時期の前半旬の，半旬平均シックネ．

黙天気”11．6．
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大雨時の解析表
6～7月，coldvortexの場 第2表の1

番　号

1
2
3
4
5
6
7
8
9

大　　雨　　時

昭和35．

　　36．

※ ！ク

〃

〃

37．

！ク

〃

〃

6．21～22日

6．16～17

6．24～29

7．　3～5

7．10～13

6．　6～9

6．10～14

6．25～26
6．　30～　7．　5

半　　旬　　図

（大雨のあつた前半旬）

6．　15～19日

6．10～14

6．15～19

6．25～29

7．　5～9

5．31～6．4

6．　5～9－

6．20～24

6．25～29

largescaleの場

　　

（　
（　　
（　　
（　　
（
　

（　　
（　　
（

low　index

　　〃

　　〃

　　〃

　　ノク

high　index

low　index

　　ノク

　　！ク

管内最大雨量

（東海地方平野部）

180mm（浜　松）

71

618

77

74

137

143

110

421

（名　航）

て岐　阜）

（亀　山）

（・ク　）

（〃　）

（網　代）

（御前崎）

（伊良湖）

名古屋雨量

85mm
40

395

　9

53

98

66

32

234

（第1表の1の番号1・2・3……に相当する欄に第2表の2の2番号1．2．3……が続く）． 第2表の2

番　号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

半　旬　図　解　析

中部大平洋のwarm
highの動向と位置

逆行型（11鋤

ノク
（111謬）

〃一（118翌）

ノク
（，ll翌）

停滞型（11鋤

逆行型一（11鋤

逆行型（11譜

停滞型（118翌）

〃↓（、18誉）

日本付近の渦度中心

オホツク海

〃

〃

＊東シベリヤ

＊　　　　！ク

オホツク海曙籍雑東）

＊ボツ海湾

オホツク海＊（音磐雑東）

樺太，東支那海

偏差示数

142

220一α

270十α

　十α
83
　一α

　十α100
　一α

158一α！

232一α

200一α

216

大雨時の天気図解析
（攣繍嘉艦踊壷）

前線南岸停滞，南北の谷通過

低，＊日本海中部通過，南北の谷（十6）

梅雨前線豪雨・前線南岸停滞・蠣鋒趨沖

前線南岸停滞，＊中華フィリッヒ。ソにT．Dあり
（＋3）

前線東海地方に停滞，＊T．S台湾付近にあり
（＋6）

南北の谷，低日本海と南岸通過（十9）

前線南岸停滞（十9）

北高型，低南岸通過（十3）

前線南岸停滞，この上を低通過（十9）

注：1・1a「gescaleの項中・ぺ》、！よ＼の記号は大雨時のころ極の方にColdpoo1を生じて，それがべ
　　　は南下する時期，．＼は南下する前，！．』、は南下し始めるる時期を示す．

　　2・※は半旬図で大雨の降り易いタイプになり，大体2半旬後に大雨が起つているもの．

　　3・偏差示数の十α，一αの半旬図解析，及ぴ天気図解析項中の馨の字句の事由による．

　　4・中部大平洋のwarm　highの動向と位置の項中一は前半旬で逆行があつて，この半旬で東方に移行し

　　　たもの．↓は前半旬より南下したもの．

ス偏差図である．なお5月のもの（第3表のもの）につ

いては図を省略する．

　また，第4図の左のものは第4表の10ngwaveの西

の方からの移動のみによるものであり，第4図の右の2

つの図は，大雨のなかった順行型の例である．

　第3図に示されるように，大雨の降るような時の前半

旬の半旬図の型は，中部太平洋のwarm　high（＋域）

の逆行（午印をもって示す）に関連して，日本の西方

（シベリヤ～中華大陸）のridge（＋域）もつよまり，

　1964年6月

　蘭

日本付近はオホツク海，樺太付近または大陸の東側に中

心をもっcold　trough（一域）の中に入るような場合で・

ある．

　この図によれば，逆行型ではの中部太平洋の＋域が逆

行して次の半旬に大雨の降ったもの5回．前半旬に逆行

して，この半旬で東方へ順行し，次の半旬に大雨の降っ

たもの2回・この外，停滞型が2回（内，南下したもの

1回）である．

第6図は，第2表と第3表にある大雨時の管内最大雨

17
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大雨時の解析表
5月，coldvortexの場 第3表の1

番　号i

10

11

12

13

14

15

！6

大　　雨　　時

昭和35．5．

　　〃　5．

　　36．5．

　　37．5．

　　〃　5．

　　ノク　6．

　　38．5．

13～15

18～29

2～4
3～4
11～15

2～4

6～11

半　　旬　　図

（大雨のあつた前半旬）

5．

5．

4．

4．

5．

5．

5．

6～10
11～15

26～30

26～30

6～10
26～30

1～5

1argescaleの場

　　

（　　
（　　
（　
（　●
（　●
（

10w　index

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　ノク

high　index

管内最大雨量

（東海地方平野部）

111mm（長津呂）

128

97

65

136

115

151

（上　野）

（静　岡）

（岐　阜）

（御前崎）

（〃　）

（長津呂）

名古屋雨量

33mm
74

30

46

56

62

75

（第2表の1の番号1．2．3……に相当する欄に第2表の2の番号1・2・3……が続く）・ 第3表の2

番　号

半 旬　図　解　析

中部大平洋のwarm
lh。ighの動向と位置

10

11

12

13

14

15

16

停滞型↓
（1無）

逆行型
／111謬）

〃
一（111吊）

〃
（111誉）

ノク 一（1課）

〃
（118記）

日本付近の渦度中心 1偏差示数

オホツク海

カムチヤツカ

東シベリヤ

〃

オホツク海

樺　太

順行型
（111養）i オホツク海

233

175

263一α

175一α

218

215

261

大雨時の天気図解析
（誉翻ま嘉艦％簾）

低，日本海南部通過，南北の谷

低，南岸通過，南北の谷

低，日本海南岸通過，南北の谷（十6）

低，南岸通過（十6）

〃 （＋6）

低，2つ目玉で通過（十6）

前線南岸停滞，北高型，前線上を低pass
　　　　　　　　　　　　　　　　　（＋6）

longwaveの西から移動のみによるもの 第4表の1

番　号 大　　雨 時1半旬図1
17 昭和36．6．　8～9

1argescaleの場 憤内最大雨到名古屋雨量

t（大雨のあつた前判

15・31－6・㌧ high　index

（東海地方平鄭部）

　　　89mm 63mm

（第3表の1の番号1に相当する欄に第3表の2り番号1が続く） 第4表の2

番 ロ
万
1 中部大平洋のwarm
　，highの動向と位置

17

半　旬　図　解　析

順　行　型

日本付近の渦度中心
隔差示数

1－15・の渦度・西方から剛

大雨時の天気図解析
（麺辮潔講鶉羅）

1 低，日本海中部通過，南北の谷（十3）
　　注：1．2．3．4は第1表の注に同じ．

量（東海地方の平野部に降った気象官署のみの観測値一

但し尾鷲は局地性があるので除外した）と偏差示数（第

2，3表の半旬図解析の項）との関係を示した図である・

　偏差示数というのは，日本付折の平均場の谷の強さに

900E付近にある一域の強さを加えた示数である．中部

太平洋の＋域と大陸の＋域の中心から，日本付近の一域

18

までの示度の差をそれぞれとり，これらの示度差を距離

で除して，この和を作り，平均場の谷の強ささした・そ

して，このような平均場の谷に900E付近にあるcold

vortex（一域）の寒気が作用する（牢際にはshort　wave

にのって，90。E付近にある寒気が，西方から移行して，

この平均場の谷に車なる）と考えて，平均場の谷の強さ

寒天気”11．6．



5～6月

半旬平均図による大雨の予想

Cold　voτtexタイプで大雨の降らなかった時の解析表

201

第5表

雨のあつた時

昭35．6．5～9

〃　　6．　15～19

36． 6～10

／！　　5．　26～30

37．　20～24

38．6．15～19

半旬図

5．　31～6．4

6．10～14

5．　1～5

5．21～25

6．15～ig

6．10～14

1arge　scale．の場

人10windex

パ

パ

！ク

！ク

high　index

ノク

パ　　10w　index

名古屋
雨　量

一mm

8

5

9

23

2

半旬図解析
warm　high
の動向

停滞型

逆行型

停滞型

　順行型
（300km／1日）

　　ノク
（560km／1日）

　　ノ
（300km／1日）

日本付近の
渦度中心
オホツク海，
日本海

オホヅク海

東シベリヤ

オホツク海

東シベリヤ

東シベリヤ
北部

雨のあつた時の天気図解析

台4号，南海上をすすむも，
西方からの谷の通過なし

低，南岸通過500mbで西
方からの渦度移流なし

500mbで渦度移流あるも，
低300N以南pass

台4号日本海通過500mb
で西からの渦度移流あり

低，日本海と南岸通過
　　　　　　〃

台4号東支那海北上，日本
海へ　　　　〃

に，この90。E付近の一域の中心の強さの示度を加えた

ものが偏差示数であり，さらに±αは2表および3表

中の日本付近の渦度の中心，大雨時の天気図解析の項中

で，雨量が多くなったり，少なくなるような原因のため，

偏差示数にプラスまたはマイナスすべき数である．

　例えば，第表の番号2の欄の220一αとあるのは，

大雨時の天気図解析の項中＊低気圧日本海中部通過のた

め，東海地方に接近して低気圧が通る場合よりも雨量が

櫨』1擁鑑劉

「

、却マ姦湯』豊 ／、・
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　　　　第3図　半旬平均シックネス偏差図（1000～500mb）6月cold　vortexの場（逆行型）
注：（1）←印は前半旬からこの半旬にかけて逆行したもの．（2）二印は前々半旬から前半旬にかけて逆行し，

　　前半旬からこの半旬にかけて順行したもの

．1964年6月
19



202 半旬平均図による大雨の予想
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少ない．ために偏差示数220に一αを加えればよい．

　また番号4の中で偏差示数が，83士段の一αとあるの

は，渦度の中心が東シベリヤにあって，日本よりやや西

にかたよっているため，渦度の中心が日本付近にある場

合よりも雨量が少なくなるためにマイナスすべき量であ

る．

　一方，＋αは大雨時の天気図解析の項中，中華フイリ

ッピソにT．Dがあって，このため湿潤空気の移流によ

って，日本の雨量が多くなったと老えられるため，偏差

示数にプラスすべき数である．

　今，例題として，1961年6月10～14日の半旬図を選び

（第5図参照されたい），偏差示数を求める方法を説明す

る．

　　中部太平洋の＋域一一樺太の一域

　　　　（＋150）　一（一50）ニ200………（1）

　　華北の＋域一一東海地方の一域

　　　（＋100）一　　〇　一100………（2）

　　　　　（一一印は大体緯度線に平行にとる）

　そして，東海地方を原点として，これらの＋域の中心

が，35。N線より南北に偏ると，それだけ平均場の谷の

強さが弱くなると考えて，これらの偏差の差（1式2式

の値）を，＋域の中心から東海地方までの距離で除し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
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　大雨のなかったもの（順行型）

半旬平均シックネス偏差図（1000～500mb）

た．実際には，緯度10。のスケールを1，20。のスケー

ルを2とした．

　従って，（1）と（2）式は

　　　　2並＋一巫L80＋40……………………（3）
　　　　2．5　　2．5

　これが，平均場の谷の強さを表わす示数となる．

　（3）式にさらに900E付近にある一域の中心示度100

を加えると
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第6図　最大雨量と偏差示数の関係図

　　（注・て雛解表す）
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　　　　（80＋40）＋100＝220………………………（4）

　この値が偏差示数で，これにさらに日本海中部を低気

圧が通渦したため，一αを加えると，

　　　　220＋（～α）＝220一α……一・…・一……（5）

となる．

　このようにして，半旬平均図から求めた偏差示数と次

の半旬間に管内平野部に降った最大雨量の関係を求めた

ものが第6図で，6～7月の大雨と5月の大雨に分けて

ある．これは5月と6～7月の梅雨期では水蒸気量の保

存量，輸送量なども勿論異なるので，当然のことである．

　図中の矢印は，±αを表わして，αを加減すれば，プ

・ットの値は，最大雨量と示数との関係直線に近ずくべ

きである．

　4．　シックネス偏差図と渦度図について

　本論では，シックネス偏差に渦度の考え方を使ったの

で，参考までに，半旬平均シックネス偏差図に半旬渦度

図を対応させると，相似された図であることが分った．

　第7図は，例としてあげる1962年5月21日～6月4日

の半旬平均シックネス偏差図である．

　また，第8図は電計からFAXでおくられてくるini－

tia1の渦度分布図（AXAS50）をもとにして，算術合計

して作ったこの期間の夫々，半旬渦度分布図である．

　両図によると，半旬平均シックネス偏差と半旬渦度分

布図とは，割合よく対応していることが分る．第7図，

第8図を参照されたい．

⑳3，

　一般に，偏差による予想方式は

　（黒木義秋氏一「天気」Vo1・7．Nα1掲載の高低気

発達の予想，及び大陸管区気象台予報課有志の予報法則

と予報技術による方式を引用）．

　平年偏差と相対渦度との関係は次の通りである．

　　高度偏差　　：∠z　　平年値　：1〉

　　高度　　　　：　Z　　相対渦度：ε

　　空間平均高度：Z

とすれば

　　∠Z＝Z一ノV…………………………………（1）

　　∠Z＝（Z－Z）＋Z－N）………………・一（2）

空間平均の場が平年状態に近い場所では
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　　また，電子計算室報告中，岸保氏によれば，

　　大気をone　parameter　mode1として取扱うときは，

　　　　シックネス　h＝Z』oo－Zlo。o＝Z500

　　故にシックネスの場と500mb　Zの場は平行する．

　実際に，半旬平均シックネス偏差と半旬平均500mb

偏差とは，よく対応している．

　従って，半旬平均シックネス図は半旬平均500mb偏

差図におきかえられ，また半旬渦度図にも対応して相似
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第10図地上天気図
することになる．

　5．渦度図による大雨の解析

　第2表および第3表によれば，37年6月6日～9日と

37年6月2日～4日には，東海地方に大雨が降り，夫々

亀山で137mm，御前崎で115mmの管内平野部での最

大雨量を観測した．

　この時の半旬渦度図が第8図で，第3図のシックネス

偏差図でも説明されたように，5月27～30日，5月31日

～6月4日は雨の降りやすいパターンとなっている．

　また，第9図はこの期間のdailyの渦度分布図であり，

第10図は同じくこの時期のdailyの地上天気図である．

これらの図によると，10ngwaveの谷（渦度の＋域）に

short　waveの渦度（十）が重なって，大雨が降るとい

うことが渦度図の上からも説明できる．そして，渦度の

＋域や地上低気圧が日本海付近で停滞し気味であり，こ

れは中部太平洋のwarm　highの逆行に関連した現象と

思われる．

　6．　結　語

　（1）半旬図を用いたので，量的予報といかないまでも，

おおよその大雨見積りはできのそうである．

　（2）半旬図では解析できない，その他のシノプチック

22

（昭37．6．4．9時）

的の要素があるので，日々のmapを解析することによ

って，大雨予想の精度を高めることができよう．

　｛3）大雨のタイプとしては年間を通じて，前述のよう

に，frontalzoneの場，coldvortexの場によるもの

が殆んどであるので，この型別に，水蒸気量の年間の変

化傾向を考慮に入れて，季節別にこのような図表を作っ

たのがよい．

最後に，日頃御指導を頂く矢木予報課長をはじめ，課

員の方々に厚く御礼申し上げる．

参　考　文　献

1．　加藤久雄（1963．3）：半旬平均気圧場の変動と

　　天候，天気第10巻第3号．

2．　宮本英男（1963．8）：シックネス解析による長

　　期予報と短期予報の立場からの擾乱の予想，天

　　気第10巻第8号．

3．　黒木義秋（1960．1）：高低気圧の発達予想につ

　　いて，天気第7巻第1号．
4．　気象庁予報部電子計算室（1963．6）：パ・クリ

　　ニツク大気の性質，電子計算室報告別冊第7号
5．　気象庁予報部：季節予報資料（1960～1963）．

6．　愛知，岐阜，三重，静岡，各地方気象台：気…象

　　月報（1960～1963）．

職天気”11．6．


